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３学期に学年別学校保健委員会として、１年生の全

クラスで「生命尊重の心 ～命の始まりから考える～」

というテーマで、それぞれの担任の先生から話を聞き

ました。動画とパワーポイント資料は、元あいち小児保

健医療総合センターの助産師、久野さんが資料提供し

てくださいました。 

動画の映像がとても精巧に作られていて、自分がお

母さんのお腹の中でどのように成長してきたかが、よく

分かったと思います。 

助産師さんの言葉「生きているだけで 100 点満点」は、多くの人の心に響きました。一人一人が「生きたい」と思

って、羊水に守られ、ゆらゆら気持ちよかっただろう子宮の中から、自分で逆さになって、頭蓋骨までずらして、苦しい

思いをして産まれてきたことを教えてくれました。 

 各クラスでは、このかけがえのない命をどうやって大切にしたらいいのか、担任の先生とともに意見を出し合い、考え

を深めました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年３月１４日（１年生） 

上野中学校 ほけんだより  №10 

・胎児進化の旅は、５億年。１日は１６０万年以上。 

・受精卵の大きさは、０．２㎜ 

  ・５ヶ月：盛んに手足を動かす＝胎動、心のもとができる 

  ・７ヶ月：目や耳の機能が完成 

  ・10 ヶ月：３㎏ へその緒＝命の綱   

・羊水＝大昔の海 

  ・最後に完成するのは、肺 

生きているだけで１００点満点

親も子も命がけで生まれてきた

人の命は当たり

前じゃない

生きていれば何で

もできる

生まれたことが

奇跡

今生きているだけですごいから、

無理をしないで
今生きていること

に価値がある

自分の人生を

否定しない

生きているだけでも大丈夫。

生きるのは難しい。
ここまで無事に生きているのが

すばらしい



 

今回の授業で、みんながどんなことを感じ、考えたのか、感想の一部を紹介します。 

 

同じ話を聞き、同じ映像を見ても、それぞれ感じることが違います。でも、

みんな、お母さんと協力して、「この世界に生まれてきたい」とがんばって生

まれてきました。命は、「生きている時間」です。どうやって大切にするかは、

自分次第です。 

最後に、助産師さんはこんなこともお話ししていました。「困ったことや辛

いことがあったら、信頼できる大人に相談してください。」相談することは、

恥ずかしいことではありません。勇気を出して話をしてみましょう。 

命を大切にするということは、他の人にやさし

く接するということだと思った。親も子も命がけ

で生まれてきた命だから簡単に命を絶ち切っては

いけないなと、当たり前だけど改めて命の大切さ

を考えることができた。 

すごく嫌なことや傷つけられたことがあっても、

相談したり人に頼ったりして、自分の命を大切に、

相手の心を考えて生活したいです。休むときは休

み、がんばるときはがんばるというように、自分や

相手の心にやさしく生活しようと思いました。 

命はみんなに支えられて生まれたものなので、

その命を無駄にしないようにしたい。僕は、この

授業を受けて、命がどう生まれるか、どういう風

に赤ちゃんが成長するかを知れて、母親の大変さ

を少し理解できた。命を大切にするとは、みんな

の支えを感謝することだと思う。これからも命を

大事にしたい。 

命を大切にするということは、今までがんばって

きた「自分えらい！精神」で生きたり、親に感謝を

伝えながら生きることだと思う。また、辛いことが

あっても乗り越えて生きていくことが命を大切に

するということだと思う。今日の授業を通して、最

初分からなかった「生きているだけで 100点満点」

が言葉にできないけど、少し分かった気がした。 

人はやっぱりもろいけど、誰かと支え合えば命

もなくならないし、どんな困難が待ち受けていて

も、人は成長して困難を乗り越えていくというと

ころが自分にとってすごく「大切」だと思いまし

た。 

自分だけの努力で今ここにいるわけじゃない。い

くつもの困難を奇跡が重なってできているわけだ

けだから、自分の一人の考えで命というものを軽く

見たりしてはいけない。それを考えて行動するこ

と。今日の授業で命の重みが少し変わった。 

今日の授業を受けて、自分が今生きていることが、どれだけ貴重でキセキかが分かって、改めて生き

ていることに感謝しようと思った。生まれるときは、自力で努力して出てきたのに、行けている時間が

長い今の僕は努力していない。そんなことになったら赤ちゃんの方が努力してことになるので、赤ちゃ

んの時の僕より成長できるよう努力し続けたいです。 

困難を乗り越えて生んでくれたことに感謝することが大切だと思います。妊娠することでもすごいの

に、おなかで死なないで無事に生まれていることに感謝していきたいです。生きることに「生きている

だけですごい」「親も子も命がけ」「無事に生まれるのがすばらしい」など、たくさんの思いがあること

を忘れずに、将来お父さんなる場合、今日の授業を思い出して、毎日を大切にし親にも感謝したいです。 

おなかの中でもさまざまな困難があり、それを乗り越えてきたからこそ、今も自分がいるということ

を実感した。今、困難なことに立ち向かおうとしている人、挑戦している人、できずに悩んでいる人が

たくさんいるけれど、無事に出生することができたのだから、必ずできる。そして、出生するには家族

や助生師、医師などの支えがあったからこそできるので、一人でできないのなら、周りの人に相談する

のも大事。 


